
６
月
定
例
会

　

平
成
27
年
６
月
定
例
会
が
６
月
５
日
に
招
集
さ
れ
、
12
日

ま
で
の
８
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
一
般
質
問
に
は
８
人
の
議
員
が
登
壇
し
、

市
政
を
問
い
ま
し
た
。

　

提
案
さ
れ
た
、
専
決
処
分
３
件
、
条
例
４
件
、
一
般
会
計

補
正
予
算
２
件
（
２
億
２
千
８
百
万
円
）、
そ
の
他
３
件
の
全

12
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
し
た
ほ
か
、
発
議
案

２
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

賛 否 の 公 表

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17

議員氏名

小　
林　
立　
栄

菊　
池　
美　
也

萩　
野　
幸　
弘

瀧　
本　
孝　
一

多　
田　
　
　
勉

菊　
池　
由
紀
夫

佐
々
木　
大
三
郎

菊　
池　
巳
喜
男

照　
井　
文　
雄

荒　
川　
栄　
悦

菊　
池　
　
　
充

瀧　
澤　
征　
幸

小　
松　
大　
成

細　
川　
幸　
男

浅　
沼　
幸　
雄

多　
田　
誠　
一

安　
部　
重　
幸

議案第 37号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
議案第38号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
議案第39号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
議案第40号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
議案第41号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
議案第42号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
議案第43号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
議案第44号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
議案第45号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○
議案第46号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
議案第47号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
議案第48号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

◆ ６月定例会議案審議結果 ◆
議　　　案　　　名 賛成 反対

議案第37号 平成 26 年度遠野市一般会計補正予算（第 10 号）
の専決処分に関し承認を求めることについて 16 １

議案第38号 遠野市市税条例等の一部を改正する条例の専決処分
に関し承認を求めることについて 16 １

議案第39号
遠野市過疎地域における固定資産税の課税免除に関
する条例の一部を改正する条例の専決処分に関し承
認を求めることについて

16 １

議案第40号 遠野市史編さんに委員会条例の制定について 16 １

議案第41号 遠野市市税条例の一部を改正する条例の制定につい
て 16 １

議案第42号 遠野市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制
定について 16 １

議案第43号 遠野市介護保険条例の一部を改正する条例の制定に
ついて 16 １

議案第44号 第２次遠野市総合計画基本構想の策定について 16 １

議案第45号 東日本大震災に係る原子力損害の和解に関し議決を
求めることについて 14 ３

議案第46号 遠野東工業団地造成工事の請負契約の締結について 16 １

議案第47号 平成 27年度遠野市一般会計補正予算（第１号） 16 １

議案第48号 平成 27年度遠野市一般会計補正予算（第２号） 16 １

発議案第３号 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１
復元を求める意見書の提出について 全員賛成

発議案第４号 「被災児童生徒就学支援等臨時特例交付金」の継続
を求める意見書の提出について 全員賛成

議
案
第
41
号

反
対
討
論

　

政
府
が
２
０
１
６
年
１

月
か
ら
運
用
す
る
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
は
、
国
民
一

人
ひ
と
り
に
12
桁
の
個
人

番
号
を
つ
け
て
、
社
会
保

障
や
税
情
報
な
ど
を
一
括

管
理
す
る
も
の
で
、
先
行

し
て
実
施
し
て
い
る
諸
外

国
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
を
悪
用
し
た
犯
罪
行

為
が
多
発
し
、
制
度
の
見

直
し
や
廃
止
が
さ
れ
て
い

る
。

　

そ
の
中
で
、
年
金
機
構

が
６
月
１
日
、
年
金
個
人

情
報
１
２
５
万
件
流
出
を

発
表
。
更
に
今
月
10
日
に

は
、
東
京
商
工
会
議
所
が

会
員
企
業
な
ど
の
個
人
情

報
１
２
，１
３
９
件
に
上

る
流
出
し
た
可
能
性
が
あ

る
と
発
表
し
た
。
政
府
が

安
全
神
話
の
も
と
進
め
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
警

鐘
が
打
ち
鳴
ら
さ
れ
た
と

い
う
状
況
で
あ
る
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
は
正
に
国

民
総
背
番
号
制
度
そ
の
も

の
で
あ
り
、
そ
の
危
険
性

は
明
ら
か
で
あ
り
、
本
条

例
案
に
反
対
す
る
。

 

小
松
　
大
成
議
員

賛
成
討
論

　

日
本
年
金
機
構
の
個
人

情
報
漏
洩
事
件
の
発
生
原

因
は
、
職
員
が
マ
ニ
ュ
ア

ル
や
内
規
を
無
視
し
て
入

出
力
作
業
を
行
っ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の

メ
リ
ッ
ト
は
、
年
金
や
納

税
・
医
療
な
ど
の
シ
ス
テ

ム
が
連
結
さ
れ
る
の
で
、

作
業
ミ
ス
の
減
少
と
省
力

化
、
効
率
化
が
図
れ
る
。

　

ま
た
、
給
付
や
二
重
加

算
の
間
違
い
や
不
正
受
給

が
減
り
、
国
民
に
と
っ
て

も
手
続
き
が
簡
素
化
し
、

利
便
性
が
向
上
す
る
の
で

賛
成
す
る
。

 

佐
々
木
　
大
三
郎
議
員

※ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
と
は

　
住
民
票
を
有
す
る
全
て
の
方

に
１
人
１
つ
の
番
号
を
付
し

て
、
社
会
保
障
、
税
、
災
害
対

策
の
分
野
で
効
率
的
に
情
報
を

管
理
し
、
複
数
の
機
関
に
存
在

す
る
個
人
の
情
報
が
同
一
人
の

情
報
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

た
め
に
活
用
さ
れ
る
も
の
。 

マ

イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
行
政
を
効
率

化
し
、
国
民
の
利
便
性
を
高
め
、

公
平
か
つ
公
正
な
社
会
を
実
現

す
る
社
会
基
盤
で
あ
る
。

※議長は採決に加わりません。○は賛成、×は反対
※全員賛成、または全員反対以外は、賛否の内訳を表記します。
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